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間 もな く私 たちは沈 むのだ 冷 え冷え とした闇の底 に。
お別れだ 短 かす ぎた私たちの夏の 烈 しい光1
早 くも聞 えて くるでははないか 陰惨 な衝撃 とともに
中庭の敷石 にた きぎの落 ちて鳴 る音が。
冬のすべてが私の中に立 ち戻 る。怒 り,
憎 しみ,お のの き,怖 れ,逃 げ られぬつ らい労働,
そして,極 北の地獄 に閉 ざされた太陽 に似 て,
私の心 も もはや赤 く凍 ったかたま りにす ぎな くなろ う。
㈲
落 ちるた きぎの一 つ一つにふ るえなが ら聞 き入れば,
死刑台 を建 てるに もこれほ ど鈍い こだ まは しない。
私の精神は崩れ去 る塔 にそっくりだ
城攻めの重い大槌 をひ っきりな しに打 ち当て られて。
㈹







渋 し畝 よ,で も今 日はすぺてが私1こにカ㍉
そ して何 ひ とつ,あ なたの愛 も,小 綺麗 な部屋 も,媛 炉 も,
海 に照 る太陽 にあたいするとは思 えない。
口
鋤
で もやは り愛 して お くれ,や さ しく!母 であ って お くれ
恩 知 らずな者 に とって も,心 ね じけた者に とって も。
恋人 よ妹 よ,つ かの まのなごみであ ってお くれ
栄光 にみ ちた秋 の あ るいは落 日の。
す ぐに済むか ら1墓 が待 ってい る。食慾 な墓!
ああ!こ うして じっと,額 をあなたの膝 にの せて
味わわせてお くれ,白 く灼 けつ く夏 を惜 しみなが ら,




詩集 隠 の鞘 の中で端 端 成された詩篇と厭 人さえあるこの鰯 は・
しか し1857年の初版刊行の際 には まだ書かれてい なか った。初出は1859年,
「同時代評論』誌 の11.月30日号 である。 こOと きは,ほ かに2篇 の詩 .∵r秋
の ソネ ッ ト』 と 『仮面』一一 が同時 に発表 され,3篇 とも1861年の
、r悪の華』
再版に収録 された。
すでに初版が発禁処分に遇 った翌年には♪ポニ ドレーノヒはこの詩集の新版 を
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っ くる計画 を念頭 に置いてい た。 とすれば,初 版 と再版 の間に書 かれ,.その結
果再版で初めて姿 を現 わすい くつ もの作 品は,単 に感興 のお もむ くままに筆 を
とった とい う性質の もの では決 してあ るまい。む しろ彼は,裁 判所か ら削除 を
命 じられた詩6篇 の穴 を埋めなが ら 『悪 の華』 をどう再構成 した らよいか を,
絶えず考え なが ら仕事 をしていた筈 である○ この仕事は,初 めの うち,彼 に と
ってはま った く気乗 りの しない作業だ っ、た。 しか し,1859年の1刀 か ら3月 に
かけて さ らに4月 か.ら6月にかけてのオy,フルール滞在が,よ うや く彼 に精
神的 なゆ とりをもた らす。 この年か ら翌年 にかけてが,お そ らくボー ドレール
にとって最後 のみの りの季節 一 一 「栄光 にみちた秋」 とな らた。
!ルマ ンデ ィーの港町 オンフルールには,詩 人 の母が,2度 目の夫の遺 した
別荘で余生 を送 っていた。 そこに滞在す るこ とは,ボ ー ドレールに し て み れ
ば 継父 オー ビック将軍の死 によって初めて可能 とな った 「母の も と へ の 回
帰」であ り・ また・未成年時代 に南海 に旅 して以来 およそ20年ぶ りでの 「海 と
の再会」であ った。何 と多 くの 「失 われた時」が,、そこでふ たたび見出 された
ことだろう。・事実彼 は,こ のオ ンフル ール を 「ついのすみか」 とす る こ、と さ
え,一 時は考えてみ た らしい。だが,そ れ も結局は 長 くは続 かなか った。彼 は
次第 に・ 自分 で も予感 していた通 りの 「冷え冷え と.した闇の底」に,悲 惨 な晩
年の中に,沈 んで行 くこ とになる。
再版に おいて初めてつけ加 え られた作品群一 人 に よっては,こ の ような成
立の仕方か ら考 えて,そ れ らを 「オ ンフルール詩篇」 と呼ぶこ とさえあ るのだ
が一 一は,こ うして詩集 『悪 の華』 の基調 を,お そ らくは－r変させてい る。 そ
こにはおおいがたい疲労感 とともに,一 種の諦念 と,そ れの もた らす不思議な
やす らぎとが加わ って,初版 における詩的冒険 の多様性 を,もう一つタト側 か ら,
いわば灰色の統一の中に包み こむよ うに見 える。外界 はい っそ う赤裸々な姿 で
詩人の前 に立 ち現れ る。詩人の くりひろげる夢想 は,も はやかつての よ うに イ
マージュの中にひたす ら没入 して行 く性 質の もの ではな1くな って,彼 自身の夢
想ぶ りを見つめ続 けてい るもう一 つの まなざ しをどこかに感 じさせ る もの とな
るも その ピとぱ,単 に個々∂)作品におけ る詩的想念め動 き方 だけでな しに,・語
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法 の上 か らも確 認 され る。・こ うした新作 が,禁 断詩篇 のぬけたあ とを埋 め るよ
うに詩 集のそこか しこに挿入 され るとき,そ れ に よって生 ず る新 しい配 列 は,
初版 当時か らあ った作品 を も,別 の光 と影 との もとに置 くことにな るだろ う。
た とえば 「ジャ ンヌ ・デ ュヴ ァル詩篇」 につけ加 え られた 「決闘』 『葱かれ
た人 』 「幻影』 の諸篇は,か つてあの 「黒 い ヴ ィーナス」 が ボー ドレール に も
"だぢした もののすべて を
,何 とも悲痛 な色 に染め直 してい るではな いか。 その
悲痛 さは,ひ と くちに言 って,詩 人 が もはやその恋人 を歌 うに も一定 の距 離 を
置 いてい ること,し か もその距離 を自分 で も認めなが ら歌 ってい ることに起 因
す る。r葱 かれ た人』 の中には,こ の題名 に もかかわ らず,次 の一句が食物 の
中の異物の ように横 たわ る。
私 はそんな具合におまえを愛す る1
この二句 を聞いたあ とでは,こ の格調高 いソネ ッ トに盛 られ たあ らゆ るイマ
ージ ュが どれほ どバ ロック的 に絢潤 た るものであろ うと,'それ らはむ しろその
絢欄 さの故 にい っそう,詩 人 と 「お まえ」 とのへだた りを浮 き彫 りにす る。か
つ ての 『異国の香 り」の あのみずみず しい イマージ ュや,有 頂天な没入 ぶ りは
もはやない。 そ して,『異国の香 り』のす ぐ次 に挿入 され た新作 『髪』 は,いわ
ば 『異 国の香 り」の主題 をその まま引 きついで,恋 人の髪 か ら くりひろげ られ
る夢想 をい っそ う自由奔放 に歌 でてい るよ うに見えなが ら,実 は最後 まで 「一
人の詩人の夢想」の域 を出ない もの として書 かれてい る。 た しかに 『髪』 は美
しい作品 であ り,堂 々 た る詩 的技法 に支 え られて,夢 想の力のた くましさ とで
も言 うべ きもの をさえ感 じさせ,言 葉 は まさに交響的に響 きあ ってい る。 しか
しここには,あ の1異 国の香 り』 がわれわれ に及 ぼす魔法一 一望 遠鏡 を覗 くよ
うに一条 の細い通路 を くぐりぬ けて1遠 い彼方 の生命感 にみ ちた風土へーー i息で
た ど り着 くとい う魔 法一 は ない。'.、
もっとも,「 葱かれ た人』 や 『髪 』は,そ の発想 や執筆時期 か ら考 えて,む
しろオ ンフルール体験 による作品群 か らは除 くべ きもの であるか も知 れない。
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だがそれな らば,「 サバテ ィエ詩篇」の冒頭 に再版 で挿入 さ れ た,『SEMPER
EADEM(いつ まで もそこに)』の場合は ど う か。 ア ン トワー ヌ ・アダンはガル
ニェ版 『悪 の華』 の序文 と註 で,こ の三篇 が挿入 されたこ とによ って 「サバ テ
ィェ詩篇」 全体 の もっていたひそかな意味 が明 るみ にさ らされ たと説 い て い
る。彼 がア ンダー ライ ンす るのは 「いつわ り」 とい う一語であ る。
どうかそ っとしておいてお くれ`私 の心がいつわ りに酔い,
美 しい夢に ひたるよ うにあ なたの美 しい 目にひた るの を,
そ していつ まで もあなたの まつげの影 に眠 るの を!
この 「いつわ り」は,気 ゐいい正 直な女 性であ ったサ バテ ィエ夫人 を告発す
る言葉ではな く,詩 人 自身 が彼 女に抱 いていた と信 じていた愛一 慰 め,光 を
与え,浄 化す る もの としての愛一 がついに幻想 で しかなか った こ と,つ ま
り,愛 とい うもの,希 望 とい うもの が所 詮 「いつわ り」 であるこ とを承認す る
言葉 だ,と アダ ンは説明す る。 た しか にその通 りだろ う。 しか しその幻 滅は,
それ自体の中にどれ ほ ど劇的 な転 回 を秘めていよ うとも,こ の詩 においてはむ
しろおだやかな諦 め として しか現れ ない。 その諦め を もた らして い る の は,
「いつわ り」の認識 その もの よ りも,む しろふたたびへだ た り一 変 の対象 に
向かっていた視線 が詩人 自身へ向 けて折 り返 され,詩 人 がついに 自分 だけ を見
つめることの うちに孤立 す るところか ら来 るへだた り一 である。 この作品全
体を通 じての,異 様 に醒めた語法,,甘美 な呼びかけを も、「いつわ り」の陶酔 を
もすべて支配 してい る語法 がジ いわばそれ 自体の成 り立 ちによ って,こ のへだ
たりを表現 してい る。 その よ うに してrSEMPEREADEM』は,絶 望 の歌 とい う
よりもむ しろ愛 のはかなさを静 かに受 け入 れ る歌,諦 め とともに 自己の内部 へ
ゆるやかに沈潜 して行 く歌 とな り,そ の こ とによ って 「サバテ ィエ詩篇」全体
を新 たな和声の もとに置 くの である。
オンフル ーール が 詩人 に もた ら した もの は,お そ らくは このへ だた りの 自覚 だ
ったのに ちがいない。 .`
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?この よ うな歌 い方 となれば,詩 句の 中に登場 す る女性 が誰 であるかぽ,も は
やそれ ほ ど重 大 な問題 では な くなる。 もちろん 『SEMPEREADEM』の場合,い
くつかの語彙 か ら推 して,そ れが サバ テ ィエ夫人で あ るご とは容 易に読 み取れ
るよ うにで きているけれ ども,ボ ー ドレ …ール が この 作 品 を もは やf彼 女 の詩」
ではな く 「自分 の詩」 として書いてい る以上;そ れは やは り二次的 な問題 であ
る。 ・ 一'
同 じこ とは,も) .一人 の女性,マ リー,ド ープ ラ ンをめ ぐっての詩篇群 に再
版 で挿入 され た,こ の 「秋 の歌 』につい て も言 える。 この作 品に登場 す る 「あ
なた」 がマ リー をさす もの であ ることは,雑 誌初出の際の こ の 詩 に 「M.D
に」 とい う献辞がついていた ことや,17行目,づ まb第2章 の冒頭 に
あなたの長いまなこの緑がかった光
とい う字句 があ るこ とか ら明 白だ とされ て来 た。'実際,マ.リー ・ド.ニプ ラン
とい う女優 は・ アルベール ・フイユ ラが その 『ボー ドレール と金色 の 髪 の 美
女』 の中で,さ まざまな資料 を駆使 して刻 明 に復元 してみせ た ように,緑 色の
よ うで もあれ ば灰色の よ うで もあ る,漠 として不思議 な色の瞳 をもってい たら
しい。彼女の さまざまな特徴 の中で も,と くにこの 目の色 と,そ れの もた らす
捉 えどころの ない印象 とを,ボ ー ドレールは くり返 し言葉 に してい6"6一と りわ
'けそれは
,あ の 『旅への さそい』の中で 「霧 の空に/う るむ太陽」己 比 較 さ
れ,さ らに 「霧の空』 におい ては,
おまえは時 おり似ている あの美 しい地平線'
霧の季節の太陽に火 をともされた……
とい う表現 を与 え られ てい るよ うに,ボ ・Lドレールの連想 の 中では,霧 の立
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ちこめる秋の季節感に深 く結 びついていた1と フイユ ラは指摘 する。 したが っ
て 『秋 の歌』の女主人公 がマ リー ・ドープ ランであることは 当然 す ぎる くらい
当然なのだが・ それにも ・々かわ らず,こ こで もまた,女 性の姿 はそれ こそ影の
ような もの として しか現れない。 しか も,.その女性 の影は,あ の 『旅への さそ
い』の場合の ように,一 つの詩的夢想の核 としてカを発揮す るわけで もない。
で もやは り愛 してお くれ ・
とい う頼み ご とも,卒 直な愛 の言葉 と読 むにはあ まりに もにが さに満 ちてい
る。詩人はすでに,そ のす ぐ前の2行 で,目 の前に あるや す らぎのすべてに否
定的な一瞥 を投 げたばか りだか らだ。
そして何 ひ とつ,あ なたの愛 も,小 綺麗な部屋 も,媛 炉 も,
海に照 る太陽 にあたいす るとは思えない。
この語法,つ まり眼前にあるい くつかの具体的 な事物 を列挙 し,そ れ をもつ
て既知の現実 を代表 させ たのちに,心 にとりついて離れないある一つの ものの
名にかけて それ らを一気 に否定 し去 るとい う語法 こそ,ボ ー ドレールにおける
あの 「憂愁 くspleen)」の基本的な表 出形態にほかな らなか った。'それは おそ
らく,彼の あれほ ど反 ロマ ン主義的 な態度に もかかわ らず,ロ マ ン主義文学の
テ』一マに特徴的 に現れ てい る 丁ロマ ン的昇華」のモチーフを,き わめて高踏的
な捉え方の もとに再現 した ものにちがい ない。 この語法は,何 も 『悪の華』再
版を待つまで もな く,す でに初版 当時 か ら収録 されていた4薦 め・『SPLEEN』め
基調 をなす ものであ った と言え る。
巨大な箪笥の引 き出 しい っぱい,勘 定 書や ら,
詩や ら,恋 文 や ら,訴 訟書類や ら○小唄や ら∴・.
領収書に巻いた重 い髪の毛 や らを詰めこんであ'.Pても1
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おれの悲 しい脳味噌ほどに秘密 をか くしている乏は言えない。〆
何 ひ とつ彼の心 を慰 めない,狩 の獲物 も,鷹 も,
バルコニーの前 で死 んで行 く彼 の臣民 も。
そ してやがては,ボ ー ドレールの影 響下 に出発 したマラル メが,初 期 の秀作
『海 のそよ風』の 中で,こ の語法 をその まま採用す るだろ う。
何 ひ とつ,二 つの 目に二つに映 る古い庭 も,
海へ とひた るこの心 を引 きとめ るこ とはで きまい。
おお 夜 ご と!自 さで筆 を寄せつ けない うつろな紙 を
照 ら し出す私 の ランプの荒涼 とした明 るさ も,
子供 に乳 をふ くませ る若 い女 も。
こ うした決定的 なrspleenの語法」の もとにあ っては,女 性 の存在が 「緑色
の 目」 とい う象徴 的 な細部 において取 り出 されなが らも,な おかつ具体的 なイ
マー ジ ュとして,「 美 しい船』の よ うな迫力に富んだ姿 を現 わさないのは 当然
と言 わなければな らない。 ジ ャン ・プ レヴォは その ボー ドレール論 の 中 で,
「《愛 してお くれ〉 とい う叫 びは く私はあなた を愛す る》 とい うよりもは るかに
真 実だ」 と認めなが ら も,「 彼 がこの女性に愛 の しる しとして求め る ものはい
'ったい何か。 しば しのあいだ動 かない柔 らか なク ッションで あ フて くれ とい う
だけの こ とだ」 としる し,そ こに この詩人の恋愛詩 に共通す る一種 のエゴイズ
ムを一 一ー変 の対 象 と1ま何 の かか わ りもな しに一・一一4方的 に書 き つ け ら れた言葉 を
一 見 出 してい る。
た しか にプ レヴォの指摘 は正 しいのだが,そ の指摘 を一気 にボー ドレールの
恋愛詩全体 の共通項 として捉 えて しまうと,'r秋の歌L9のもつ微 妙なかげ りを
見落 す こ とにな りは しないか。 とりあえずは ここに もまた,『SEMPEREADEM』
の場合 と同 じよ うに,一 つのへだ た りを一 二愛 の対象 を前 に して さえなお も詩
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人が味わわなければな らなか った孤立感 を一一 見 てお くだけに した ほ う が い
い。大切なのは,か りにボー ドレールが一生 を通 じて その ような愛 し方 しかで
きなか った男 であるに して も,い ま,こ の時期 になって初めて,彼 がそのへだ
たりを自覚的な語法の もとに捉 え得 た とい うことだ。 な ぜ な ら,彼 の 場 合
spleenと愛 が一つρ作品の中で正 面か らかかわ り合 ったのは,こ れ が初めて
だからであ る。
?
その か か わ り合 い!ま,『SEMPEREADEM』に お い て は,
元 に あ る もの が す れ ち が う とい う格 好 を と っ て い た 。
まだ互いに異 った次
……誰 もが知 ってい る秘密なんだ,
実に単純,種 も仕掛 け もない一つの苦痛 さ,
あなたのは しゃぐのに似 て,,誰の 目に もす ぐわかる。
ここではspleenは,この詩 の最初の言葉 が発せ られるときか ら,す でに何
ものによって もいやされない もの として詩人の側 に存在す る。 この作品全体 が
サパティエ夫人 との間のfiaSCOに関す るボー ドレールの側か らの弁解 で は な
いか,と い ったような きわめて 自然主義的 な読み方 が可能になるの も実 はその
ためなのだが,い まはそのよ うな詮索は捨 てることに しよう。少な くとも語法
にっいて見 る限 り,こ の ソネ ッ トがわれわれ に切 り取 って取 って見せ る短い時
間の中では,ひ たす ら 「へだた り」 の確認が行なわれ るだけであ って,愛 その
もの も,spleenその もの も,具 体的 な像 を結 ぶことはついにない・ だ が 『秋
の歌』'の場合は,そ れ とは まった く様子が違 ってい る。
ここで もう一度,『 秋 の歌』の構成 を点検 してお く必要があ るだ ろう。12音
綴の交韻4行 詩7節 か ら成 るこの作品は,.大きく二つの部分 にわけ られ て い
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ごる。ただ し雑誌初出当時の形態ではこのような章わけがな く,全体が一続 きに
読まれるべ きもの として書かれていた。ついでに言えばi初 出形では19行目か
20ら行 目にかけて字句の異同があ り,次のような形が与えられていた。
そ して何 ひ とつ,た とえ愛 も,せ まい小部屋 も媛炉 も,『
燃 える太陽が海 に照 るのにあたい しない。
この異文は充分 に検 討すべ きもの を含 んでいるが,そ れについてはあ とで触
れ るとして,ボ ー ドレールが この詩 を 『悪の華』再版 に収め る際 にわ ざわざ草
わけ を立 てた理 由 を,も'う少 し考 えてみたい。 とい うの は,詩 人 の死後,1868
年に出版 された 『悪の華』第3版 で ぽ,14行目の末尾にあ らたに点線 が添え ら
れ ているのが見 られ るか らであ る。 も しも第3版 の形態が,ボ ー ドレール 自身
の遺 した といわれ る書 き込み本(そ の所 在は突 きとめ られてい ない が)に 従 っ
てい るのだ とすれば,彼 は1859年に この作品 を雑誌に初出 させた ときか ら,
1864年の ブ リュッセルへの出発(こ の ときまで にすでに書 き:込み本が存 在 した
と,プ ー レーマ ラシが証言 してい る)ま での問に,『 秋の歌』の前半4節 と後
半3節 との対比 を,常 にい っそ う際立 たせ る方向へ と,一 貫 した修正 を加 えて
いたことになる。 つま り,ま ず再版 においては っきりと章 をわけた上に,さ ら
に第3版 におい て第1章 の末 尾 に近い部分 にこ とさらに フェルマータをかけ,
この部分がい っそ う思い入れた つぷ りに読 まれ ること,し たが って第1章 の末
尾における詩想の流れの一段落 がい っそ う強調 され るごとを,期 待 していた と
い うわけだ。 それに,そ うすれば,第2章 の冒頭部は,い っそ う静 かな,い っ
そ う内面化 された声 によって開始 され ることにな り,そ れ が19行 目 か・ら の
「spleenの語法」の説得 力をます ます高め るだろ う。
こ うして 『秋の歌』の第1章 は,ほ とんど自然主義的 と呼 んで もいいほどの
現実感 をみご とに刻み とどめた,そ の戦懐的 な迫 力に もかかわ らず,作 品全体
の構成 の中で は,あ く ま で も第2章 で立 ち現れ る女性的 な ものの イマー ジュ
を,冬 に近いパ リの現実 の中へ呼び出すためぬ,い わば誘いの言葉 として構想
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されてい たことになる。 そのせいか,こ の第1章 におけ るボー ドレールの語法
には,か すかな訴 えの調子,†rえの響 きが漂 ってい る。 そ して読者 は,・この第
P7;1{L;の上に第2章 を読み重ね るこ、とに よって,い わば その重 な りの 中に,初 め
てこの作品の中心主題 を発見す るので ある。
だがそれな らば ボー'xドレールは,第2章 だけによって 自分の歌 を歌 うことは
できなか ったの だろ うか。試 みに第2章 だけを,一 つの独立 した作 品でで もあ
るかのよ うに読 んでみればいい。 それは まさに もう一つの 『SEMPEREADEM』
にすぎず,し か も,spleenと愛 との かかわ りとい う見地 か らすればい っそう説
明不足な しろ もの にす ぎな くなるだろ う。彼 が当初は この作品全体 を一貫 した
1もの どして提示 したことか らも明 らかなよ うに,第1章 は第2章 を導 き出すた
めに,ど うして も必要な 「歌 い出 し」 であ った。 この部分 が,む ご く,冷た く,
えぐるよ うな ものであればあるほ ど,第2章 との対比 に よる作品の中心主題 を
ますます くっきりと浮 き出 させ るこ とがで きる。 た とえばJ-=D・ ヒューバー
トが 『悪の華 の美学」の中で この作品 を分析 して,第1章 では垂直な沈下 が次・
第に加速 され,第2章 では それが水平的 なイマージ ュによって受 け とめ られて
いる,と 書いたのは,お そ ら くこの あた りの事情 を読み取 った ものだろ う。 だ
が,本 当は,そ うい った構図の もう一つ奥 にひ そんでい る もの をこそ,明 るみ
に出す必要がある。つ まり,[秋 の歌』はこの側々 と迫 る第1章 を もつ ことに
よって,rSEMPEREADEM』の場合 のよ うに第1行 の始 まる前 か ら,い わば作
品の外に,spleenをあらか じめ措定す るので な く,作 品その ものの内部 に,作
品それ 自体の構成 にお}・『て・spleenを造型 してい るの だ。 それだか らこそ第2
章で詩人 に向か って投げかけ、る言葉 は・.『SEMPEREADEM』の静 かな諦め に代
って,「 愛 して お くれ」 とい う,に がさの こ もった叫 び とな るのであ る・ この
叫びの中でspleenと愛 とは,も はやすれ違 うので な く,正 面 か らが っしりと
互いにつかみ合 っている。
この ように読 む ことは,だ か ら決 してこの詩 の第1章 をspleenの歌,第2
章を愛の歌,と 単純 に区分 す ることではない・第1章 にあるのは・迫 って来 る
冬～ そして多 くの注釈者が一致 して説 くよ うに,迫 って来:る老年 を前 に
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しての戦懐だけで ある。その戦標 は,冬 にそなえて中庭の石畳 にた きぎを積み
おろす音 とい う,当 時のパ リの 日常的 な現象 か ら発想 され るこ とによって,鋭
い現実性 を獲得す る。 これがなか った ら,5行 目以降で次第 にふ くらんで行 く
死への連想 も,単 なるロマ ン主義的 な誇張 に終 って しまうだろ う。 『秋 の歌』
を書 いてい るボー ドレールは,も はやかつてのよ うに,、何 もの によ っ'てもいや
されない倦怠 を ロマ ン主義 の影 の もとに歌 っていた 『SPLEEN』4篇のボー ドレ
ーール では な い。 『悪 の華 』 の再 版 を初版 か ら決定的 に区別 してい る,あ の 『パ
リ風景』の請箱 を書 くボー ドレールなの だ。 こ うして しるされた戦 操が,そ の
歌 にい ったん終止音 型 を与 えなが ら第2章 へ と流れ こむこ とに よ っ て,彼 の
sPleenの真の姿 をそこに生み出す。いわば ここでsPleenは,その生み 出され
た瞬間か ら,愛 の主題 とわかちが た く結びついてい るのであ る。
そ うなる と,1行 目 と2行 目に現れ る 「私 たち」 とい う言葉 も,何 とな く見
す ごせ ない ものに思えて来 る。た しかに一入称複数 の代名詞は,と くに持情詩
においては,き わめて漠然 と 「私」 を普遍化 しただけの もの として使われ るこ
とが多い し,'また,フ ランス語の ご く普通 の言い まわ しの中で,季 節 や曜 日を
示 す文章の主語 として,ほ とん ど非人称的 に使 われ ることもあ る。だが,1行
目におけ る主格 の 「私 た ち」'はそれで もいい として,2行 目における所有形容
詞 は どう説明 した ものか。 もしかす るとここには,あ らゆ る慣 用的 な語法 をの
りこえて;第2章 で初めて登場す る筈の恋人 が,先 まわ りしてその影 を落 して
い ないだろうか。人生の冬 に落 ちこんで行 くのは 「私」 だけではな く,具 体的
に 「私 」 と 「あなた」 とである二 とい ったほのめか しが,ど こか らと もな く
透 けて見えて来 る。 「私」はむ ろん,心 が冷 えて行 くご とに よっ て。 そ し て
「あなた」は,そ の冷 えて行 く心 の中に場所 を占めてい ることによって。
?
『秋の歌』におけるこのような詩想の流れは,音 韻の面からも裏づけられる
だろう。第1章 を構成する言葉の響 きは,'子音 と言い母音:と言い,ど ちらかと
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言えば固 く,暗 く,う つろな ものば か りだが(た とえば ア ン リ,・メシ ョニ ツク
はこの第1章 に子音 〔k〕と子音 〔R〕の響 き合 いを聞 きと り,〔k〕 を含 む言
葉の系列 を 「死 の外形化」.の系列,〔R〕の それ を・「死 の内在化」の系列元 と呼
んでいる),第4節 において ようや ,く少 しづっ予告 された始 めた 〔m〕という子
音が第2章 に入 ってにわか に多用 され;と くに脚韻 にまで用い られて強調 され
るとき',読む人 は それが どんなに待 ち望 まれ た音であ 』たかを悟 るだろ う.。,そ
の効果 によ って,子 音 〔m〕 を含む単語 は,、'lumiete`(光)もamour(愛)も
mer(海)もmさre(母)'も,その本来 の語義 を伝 え るだけでな・しに,一 種 の不
思議な光 沢 を帯 びた、 あるなめらかな存 在 としてわれわれの前 に出現す る6他
方それ らの単語 には同時 に子音 〔R〕も含 まれていて,・第1章 か らの戦懐 を伝
えると同時 に,そ の戦楳 がい まよ うや く子音,〔m〕に よっ・て受 け とめ られ,沈
静され るざまを示 してい るg.こう した推 移のあ とで最後の第7節 を読めば,こ
一こではふたたび 〔m〕の響 きが薄れ,第1章 に見 られた音型の多 くが立 ち戻b
・て来 るにもかかわ らず ,そ れ らが もはや当初.の戦懐的 な暗 さや冷冷た さを和 らげ
られたもの として響 いているこ,とがわか る。仁:一 一 .".『 ・
`これ らの響 きが織 りな す リズムの
,緩 急'自在 な美 しさについ ては,す でに多
くの注釈者の解説 があ るか ら,こ ζでは省略 しよ う。 ただ一つ だけ指摘 してお
きたいのは,そ うした韻律の上 に立 ち現れ る一種の メ ロデ ィであ る。 その メロ
ディは まず,低 く素早 くつぶやかれ る.1行目を受 けて,、2行目の詠嘆 の中に最
初の姿 を見 せ るが,こ こでは それ以上高 まるこ とがで きずに,3行 目以下では
単調なつぶや きだけが詩の進行 を支配 する。5行 目に もう一度,か すかにメ ロ
ディが露頭 しかか るが,そ れ も6行 目の名詞 の列挙 に よって打 ち消 され る。だ
がやがて,第3節 のk)ささか大袈裟な比 喩の中に胎動 の ような ものが始 ま始り,
それがついに15行日に至 って噴 出するOだ ・ こ うして第2章 は最初 か らメ ロ
:T'
:イの流蹄 形 なり・21行目叫 愛.ゆ く担 という命令法に⑪ 頂 も
張りつめた曲線 を見 せたあ と・26行目以下 でぞタ)同じ曲 線 を今度 はゆ っ くりと
引伸ば しなが ら終 って行 く。・従?て ゴ、そ の聞 には さまれ た形 の25行目は,、この




接にかかわ り合い,緊 密 な詩的必然性によってすみずみまで支え られた一個の
作品を生み出 している。このような作品は,い わばその完壁さによって,そ れ
を構成 してい るさまざまな素材 をの りこえ,日 常の相から非 日常の相へ,普 遍
の相 へ と入 って行 く。 もはや詩人 に とって,外部 と内部 とは一 つの もの とな り,
印象(impression)と表 現(expression)とは同 じもの と な る。ボー ドレール
は 『秋 の歌』 を書 くことに よって,の ちの象徴 主義文学の玄義 をほ とん ど先取
りした。秋 は もはや1年 の うちの一 つの季節 ではな く,一 生 の うちの一つの時
期 で もな く,ま さにspleenの主題 と愛 の主題 とが同 じ舞台 でせ め ぎ合 う場
死の予感 と救済 の願望 とが同 じ悔恨 の光線 によ って黄色 く照 らし出 され る場 と
な った。第2章 の3つ の節 が,い ずれ もその最終行 を陽光の イマージ ュで しめ
くくってい るのは偶然 ではない。 そ して この第2章 を読み終 えた目で もう一渡
眺 めれば,第1章 にみな ぎる現実感 も,単 な る自然主義的 な 日常生活の記述か
ら来 るそれではな く,一 つの動 か しが たい詩 的現実 が もた らす ものだ としか言
えな くな る。秋 とい う季 節 に中庭 にた き ぎを積 みおろす習慣 は,・いまはパ リに
おいて もとっ くにす たれて しまった。だが それ で もなお,こ の詩 を読むわれわ
れの耳 には戦懐的な 「秋 の響 き」がい まだには っきりと聞 え,わ れわれの 目に
は悔恨 を しば し載せ るべ き柔 らかい共犯者 の膝 のまぼ ろ しが見 える。
?
アルベール ・フイユ ラに よれば,マ リー ・ドープラ ンはすでにボー ドレール
に 『旅 への さそい』 を書 かせたあ と,1855年の秋 か らは ボー ドレ一一ル に とって
の恋敵 であ るテオ ドル ・ ド・バ ンヴ ィル と同棲 して しまい,ボ ー ドレールはさ
なが ら彼女 のい な くな った場所 を埋め るための ようにサバテ ィエ夫人の もとへ
走 る。 そのマ リーがふ たたびボー ドレール に近 づい たのは1859年秋のわずかな
期間で あ り,そ こに書 かれ たの が 「秋の歌』であ ったが,間 もな く彼女 は病後
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を養 うパ ンヴィルにつれ そ?て ニースへ と立 ち去 り,ボ ー ドレールに2度 目の
失望 を味 わわせ た一 一一とされてい る。だが,か りにポrド レールが1859年秋 の
時点で,一 時的 にマ リー との間 に短い蜜月 を取 り戻 したのが事実 であ った と し
ても,『 秋 の歌』 の中には,、その ような喜 びの声は どこに も聞 えない;,
「マ リー ・ドーブラツ詩 篇」 に共通 す る鍵 として,フ イユ ラは 「緑色 の眼」
をは じめ とす る彼女の プ ィジカルな特徴 の記述 のほか に,「 妹 よ」 とい う呼 び
かけの言葉 を指摘す る。実 際 のマ リーが,、30才近 くな って もなお子供の よ うな
あどけない印象 を与 えた とい う.事実 か ら,詩 人 がこの言葉 をもっぱ らマ リーの
ためにだけ使 った とい うのであ る(も っともボー ドソールは,「 サバテ ィエ詩
篇」に属 す る筈の 『あ ま りに快活 な女 に』 において も 「妹 よ」 を使 って い る
が,こ れは本来 マ リーの魅 力の もとに構 想 された作 品 を,サ バテ ィエ夫人 あて
に転用 したに違 いない と,フ イユラは強引に説明す る)。 ・ .ξ'
だがむ しろ 『秋の歌』 で注 目 しなければな らないのは,こ の作 品が 「マ リー
三ドー プ ラ ン詩 篇 」 の 中 で た だ一 篇 だ け,詩 人が恋人 に呼 びかけるの に,「妹」
にふさわ しい親 密な 「お まえ」《tu>を用 いず,へだてのあ る 「あなた」《VOUS>
を用いた作品 である右 とい う事実 ではなかろ うか。 た しかに同 じ くマ リーにあ
てたf語 ら文・』 と題 す るソネ、ッ トで も,冒 頭 の2人 称代名詞 には 《vous>が用
いられてい るが,そ れ は数行朱 でたちまち<tu>に取 って代 られ るの に対 して
f秋の歌』は最後 まで くVOUS》に相 当す る動詞 の活用形 を用い続 ける。母親 あ
ての手紙 に さシえその ときの姿勢 によ つて 、〈tu>と<VOUS>とを使いわけたポー
ドレ「ルの ことだ。みず か ら意識 してい たかいなか ったかは別 として,彼 はお
そらく暗黙 の うちに,こ の作 品 を他の 「マ リー ・ドープ ラン詩篇」 とはい ささ
か異 った視点 か ら構想 したに違いない。 その ことは,こ の作 品 を,・ご くわず か
のちに書 かれ たと見 られ る 『あ るマ ドンナに』ビ 比較すればは づ・き'りす る。
『あるマ ドシナ に』は かつての 『あ ま りに快 活な女 に』 と同 じく,tどうして も
自分のものにできない女性ぺめ渇望の心理に,あ る種の屈折 した表現 を与 えた
ものと読むことがで きる。それほ,!多くの評伝家が説 くように,÷ リニめ2度
目め裏切 りに対する恨みや怒 りから発 じたiものだぢ うか?ニ ブイユラの強引な
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所 説にな らって,'・『あま りに快活な女 に』 をも本来 はマ リー を思 うて書 いた作
品 とみなすのでで もない限 り,な ぜ この時期の彼が一 すでに女性に対 す るあ
る種 の諦念 さえい だいてい た と思われ る彼 が一 マ リーに向か うてい まさ らの
よ う}こ恨みつ らみを述 べ立 てなければな らないのか,説 明 がつかな くなるでは
ないか。可能な答 は→つ しかない。 『あ るマ ドンナに』ヂは決 して蜜月の あ とて
立 ち去 っ・たマ リ亨に対す る恨みの歌 ではな く,依 然 としてまだ手 に入 らない女
性 に対す る憧 れの歌なのだ。 したが って 『秋の歌」 も,彼 女 との2度 目の短 い
蜜 月か ら生 まれた ものだ とは考えに くい。もしかす ると,こ の 「2度目の蜜月」
な どは全然 なか ったか も知れないのだ。 た しかに1859年秋 のボー ドレールが,
かつて1855年ごろに試 みた ような,マ リーのためた出演舞 台 を用意 する奔走 を,
もう1度 ぐり返 していたこ とだけは疑 いない。 だがその ことは,彼 がマ リーに
依然 として親切 だ った こ との証拠 にはな って も,'彼がマ リ」 をふたたび手 に入
れたこ との証拠 にはな らない。マ リーは気 ま ぐれな女優ではあ ったか も知 れな
いが,少 な くとも1859年前後 においては,彼 女め愛 の対 象は引 き続いてテオ ド
ル ・ド・バ ンヴ ィル であ ったと考 えて も,少 し も不思議 は ないではない か。
　ぞ うだ とすればボード レールは,こ の時期 に もう1度 彼女 のためピ尽 力 しな
が らも,彼 女 がふたたび 自分め ものにな る とか,・な ジた とか とい う思い こみは
していなか った と見 ることがで きる。'そこには依然 としてはかない憧れや薄 れ
た期待は横 たわ っていたか も知 れない が,恨 み を生み 出す原動 力 とな るほ どの
ものはむ しろなか った。『あ るマ ドンナに』には 「スペ イン趣味の絵馬」 とい う
副題 がつい ていて,『あま りに快活 な女に」よりも作為的 な色彩 を増 してい るが,
それはいわば,後 者 を支 えてい た憧 れが,前 者 におい ては その分だけ距離 を置
いて眺め られてい るこ とを意味 す る。 この 「へだた り」 は,わ れわれ がすでに
見 た ところの ものだ。 自分 の心 になお も残 ってい るかす かな憧れ を,こ うした
「へだた り」 の もとに眺 めて,そ のr,へだた り」の中にやがて避 け ようもな く
迫 って来 るで あろ う 「冷え冷 えと した闇」・の足音 を聞 ぐとき一一 そこに 「秋 の
歌 』が歌 われ る筈だ。 ポ三 ドレー7ヒは・こ うして;か つては 『旅 ぺの ざそい』 に
ょ、って理想の世界 につれて行 こ う4とし.た女性 を,い まは 自分の'Spleenの中に
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静かに坐 らせ るのであ る。こ の歌は,い まは もう彼女のための歌 ではない・ だ
から彼女は 『SEMPEREADEM』におけ るサパ テ.イエ実入 ど同 じよ.うに1<tu>
ではな く.《VOUS>と呼ばれ る。
?
それに して も,詩 人 がオ ンフルールで 「ふたたび見 出 した」海 は,彼 に とっ
て何であ うたのか。彼 はオ ンフルール にある母 の家か ら好 んで海 を眺め,海 に
沈む夕 日を眺 めた。'・そ して 『悪の華』 の巻末 を飾 る長詩 「旅』 をは じめ・海 を
モチー フとす るい くつ もの作 品 を書い た。 そこで,f秋 の歌1の20行 目に突如
として登場する 「海に照る太陽」のイマージュも,このオンフルール滞在の記
憶か ら来 た もの だ とす るの が通説 である。'"
たとえばマル セル`ゾ ル ースiトは 『花咲 く乙女 たちのかげに』の 中で,オ ン
フルニルか らそ う遠 くない カブーLルを素材 とした作 中∂)パルベ ヅクの海 の眺 あ
を次の よ うに書 く。'`ド ㌧一
《私 は自分 が 〔・∴・・〕 ボ'一ドレールの語 る 「小綺麗 な部屋」の奥 にい る もの
と想定 して,彼 のい う 「淘 三照 る太陽」aよ 一 統 にふ るえ 欲 の 已 なsL
単純で表面的な夕方の光線 とはまるで違 って一 いまこの瞬間に海 を トパー ズ
のように燃え立 たせ1発 酵 させ,・泡 立っビールめ ような,牛 乳のような,金 色
と乳色に染めあげている太陽なのではなかろ・ヴか,と 考えてみた もの だが…
… 〉:・ ・ 一`・ ・:ビ ・ パ ・
'しかし,この 『秋の歌』に姿を現す海は,1それがあのsp!een・の語法の'もと
でぷ 知の現実に対する一働 反緯 どし確 かれている以上,・{わばら の
影のような もので しかな く,そのよ うに色彩豊かな,き らめ くような,活 力に
みちた海ではあるまい。他方ジャン・プレヴォはここに,本 物の太陽;熱 帯の
太陽め輝 きを見 るとバ う。だがこの見方 もまた,そ れだけでは一面的す ぎる。
ベ エ
『秋の歌]の 舞台がその第1章 によって決定的にパ リである以上,海 はあ くま
でも記憶の中∂)海,・額縁の中の絵めように思い出の枠組みの中ピ収め られた遠'
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い風景 である6と すれば,そ こにはオ ンフルールの海景 とともに,か つてポー
ドレーー ルが南海 の旅 で知 った海,混 血 の ジャンヌ ・デ ュヴ ァルの胸の香 りの中
に眺 めた 「幸福 の岸辺」 の海,さ らにはは るかな 『前世』 の追憶 を伝 える海
が,こ とごと く重 な っていた と見なければな るまい。海 も太陽 も,そ の ように
記憶の 中で幾重 に も重な り合 って こそ,初 めて 「無限 に愉 しまれ ることに よう
て無限 に慰め る もの」 としての イマージ ュとな り得 るのだ。
19行目か ら20行目にかけて,ボ ー ドレールが雑誌初出の形に さらに推敲 を加
え.たの も,お そら くはその よ'うな事 情 にもとついての ことだろ う。彼 は 「太陽」
とい う名詞 を修飾 していた 「燃 え る」 とい う形容詞 を削 った。・なぜな ら,そ の
ような記憶の中の太 陽は,あ りきた りの形容 詞な どに よって限定 され る筈 の も
のではないか らだ。 そ してそれ と反 対に,,眼前の現実 の方 には もう少 し具体的
な性格 をもたせ るべ く,「 愛」 に 「あなたの」 とい う所有形容詞 を加え,こ の
個所が抽象的,一 般的 な意味での愛 をさす もの と受 け取 られ るお それがない よ
ラに した上 に,「せ まい小部屋」 を・「小椅麗 な部厚」、.1原文 で1‡.<boudoir>,
っ まり 「女主人 が親密 な人々 を迎 える,あ でやかに飾 られた少サ ロン」,(ラル
ニ ス現代語辞典)に 改めて,イ マージ ュを鮮明に し た。、こρ 推敲に よっ
て,海 と太陽 はspleeng)語法の中にあ りなが らもよ り普遍的 な相貌 を与 え ら
れ,第2章 全体 を照 らし出す光源 と しての位置 を獲得 す る。
だか ら,ど ことい って具体的に その個所 を指摘す るこ とはで きな 、.・に し て
も,こ の第?章 全体の雰 囲気の 中に,母 とともに海 を前 にしてい る こ と の 慰
め,と で もい った ものがい くらか漂 ってい るのは否定で きない。 そ れ は つ ま
り,こ の詩 を書いた ときのボー ドレールに とって,重 な り合 う記 憶の中で最 も
新 しい,そ し.r(ある意味 では最 もここ1ちよい言合憶だ ったか らであ る・た きぎ17)
落 ちる音 は依然 として聞 えて食慾 な墓 が待 ってい るこ とを知 らせ てい るが,そ
れに もかかわ らずf黄 色 いなごやかな晩秋 の光線」1は三 つの節 の末尾に常 に立
ち戻?て 来 て1.この?p・の まを永遠 の相の もとに照 ,Q)レ呈す。,その とき,そ の
傾 いた 日ざ しの中に,も う一 つの光線 が静 かに重 なる○ 「あなたの長い まな こ
の緑 がか った光」、である。、つま りこζでマ リ]ヂ・宇 一ブラγ の不思議 な色の瞳
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は,単 な る恋人 の美 しい顔の一部 では な くな って,そ れ 自体が 「海 に照 る太
陽」の前で否定 され るこ とに よって生 きなが らえ るところの,一 つの詩的 イマ
_ジ ュとなるのだ。 それは詩人 に とって,眼 前の対象 であ りなが ら同時 に内面
化された もの,海 と同 じく記憶 の額縁 の中に席 を占め るもの とな る・
この ように読 んで くれば,『 秋 の歌』の一篇は まさにボー ドレールに とって
のr見 出された時』であ ったことが明 らかになるだ ろ う。 そして・彼 にそれ を
見出させ た もの が,あ の敷石 に落 ちるた きぎの響 きだ ったこ とを思い返 せば
墓 とい うもの が どれほ ど貧慾であるか もまた,あ らためて思い知 らされ るとい
うものだ。短 かす ぎた白熱 の夏の記憶 も,そ の記憶 を惜 しむ晩秋 の一刻 も,す
べてが冬 の予感 と死の きざしにほかな らなか つたのだか ら。 「愛 してお くれ」
とい う頼 みに現実のマ リーが答 えて くれ ようと くれ まい と,「 別離」の時刻は
もう戸 口まで来 てい るのである。
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